








会議名 主催 実施回数 検討事例数 延べ
参加者数

個
別
課
題
解
決

地域ケア個別会議 地域包括支援センター ３８回 ３８件 ３６５人

介護予防個別会議 柏市 ２４回 ２４件 １３４人

政
策
立
案

地
域
づ
く
り
・
資
源
開
発

地域ケア
推進圏域会議 地域包括支援センター １２回 ― ３７０人

地域ケア推進会議 柏市 １回 ― ２６人



年齢 性別
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年齢 性別

介護度 世帯構成

75歳以上

79%

65歳以上

74歳以下

17%

64歳以下

4%

女

62%

男

38%

要支援２

50%

要支援１

50%
ひとり暮らし

世帯

63%

子と同居

29%

高齢者世帯

8%



地域ケア個別会議 介護予防個別会議

センター職員

27%

地域関係者

24%

その他

19%

介護関係者

18%

市職員

7%

医療関係者

5%
本人・家族

0%

医療関係者

61%

センター

職員

31%

介護関係者
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包括 テーマ

柏北部 キーパーソン不在の支援を検討する

柏北部第２ 介護力が低いケースを地域で支えるチーム
づくり

北柏 一人暮らしの高齢者の安全を見守るネット
ワークづくり

北柏第２ 認知症の人などが地域で孤立せず，安心し
て暮らすためには

柏西口 物忘れ高齢者への早期介入について

柏西口第２ 認知症のある方が地域で暮らすために私た
ちがともに今できること

柏東口 「いつもと違う」に気づき，必要な支援に
つなげることができる

柏東口第２ 高齢者の社会参加を促進しよう

光ケ丘 ひかり♡ねやさしい街力向上計画

柏南部 重層的な課題を持つ世帯の孤立予防

柏南部第２ 認知症への理解を深め，相談しやすい地域
を作ろう

沼南 地域で多職種連携ネットワークを構築し，
複合的課題世帯に対応する
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地域包括支援センターが支援を開始した事例において，近隣住民から「高齢者の変化に
気付いていたが，相談のタイミングが分からなかった」「相談のハードルが高い」と話
があり，早期に支援できる可能性があったことが判明した。

柏中央地域 新田原地域

地域のデータ（高齢者のみ世帯の割合）

「地域の見守り」を重点課題とし，地域ケア会議を実施

今後も高齢者のみ世帯が増加していく中，高齢者が住み慣れた地域で生活を継続してい
くためには，地域による気付きと相談が不可欠



相談しやすい関係づくりと
日頃からの連携が大切！

“何か気になる”が可視化される
と相談しやすくなりそう！

第
１
回

第
２
回

目的

ケース

結果

商店からの相談により多機関連携につながったケース

見守りにおける気付きのポイントや対応方法，地域包括支援センターへ
相談する目的や効果を共有する。

・地域包括支援センターの介入による関係機関の変化を確認したことで，
地域包括支援センターへ相談するという意識が高まった。

・高齢者と関わる中で気になる様子や対応方法について共有したことで，
見守りに取り組みやすい関係づくりができた。

目的

ケース

結果

日常的な連携により早期に対応できたケース

地域包括支援センターを含めた支援者が連携することにより，高齢者に
対して効果的な関わりができることを共有する。

それぞれの立場で行っている見守り活動について共有することで，地域
包括支援センターを中心とした連携や関係者同士のコミュニケーション
が大切という共通認識を持つことができた。



本人

地域

民生委員町会 近隣住民

親族

ヘルパー

介護保険サービス

ケアマネジャー

デイサービス

医療
病院 薬局

地域包括支援センター

民間

郵便局 スーパーマーケット

タクシー

宅配業者 配食弁当



地域
課題

目的

内容

結果

ふるさと協議会
民生委員
シニアクラブ・
サロン代表

出席者

高齢者の変化に気付いても，相談先や相談のタイミングが分からない。

・「見守り」について共通認識を持つ。
・高齢者の“何か気になる”変化を視覚的に確認できるツールとして
作成した見守りチェックシートの活用方法を共有する。

・それぞれの立場で行っている見守りの内容や困っていること，
対応方法，地域包括支援センターとの連携について共有。

・見守りチェックシートの説明及び内容に対する意見交換を実施。

・高齢者の変化に気付いた場合，地域包括支援センターへ連絡する
ことで適切な支援や多機関連携につながることを共有できた。

・日頃から見守りチェックシートを活用するとともに，より使いやすい
ツールになるよう意見交換を継続するという方向性を確認できた。



民生委員

見守りチェックシート作成の経緯

令和４年度地域ケア個別会議
高齢者の変化に気付いても相談するタイミング
が分からなかった事例について検討
令和４年度地域ケア推進圏域会議
支援が必要な高齢者の状態像について意見交換
令和５年度地域ケア個別会議
高齢者の変化に気付くポイントや相談先が確認
できるチェックシートを作成することを共有
令和５年度地域ケア推進圏域会議
見守りチェックシートの説明及び意見交換

★令和６年度民生委員による声かけ訪問で利用開始

このチェックシートの項目で，２～３個
チェックがついたら，地域包括支援センター
へ相談しようというめやすになります。



・見守りチェックシートについて，まずは民生委員による声かけ訪問や高
齢者サロン等の地域活動で利用し，より使いやすいツールとなるように
意見交換を行いながら更新していく。

・相談先である地域包括支援センターの周知を行う。また，相談しやすい
場所となるよう地域住民や他機関との関係を構築する。

・見守りの輪を広げるため，今まで見守りを意識していなかった方たちへ
働きかける啓発方法を検討したい。

気付き

判断

行動

基準

情報きっかけ





・見守りチェックシートについて，より使いやすくする
ための改善点，効果的な活用方法の提案

・それぞれの立場から，見守りにおける課題や解決策，
見守りの輪を広げるために必要な取り組みの提案






